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2020年２月期通期連結業績予想の修正及び通期個別業績予想、 

並びに特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、2019 年４月４日に公表いたしました 2020 年２月期通期連結業績予想を

修正することとしましたので、下記の通りお知らせいたします。加えて、通期個別業績予想につきましても、

併せてお知らせいたします。 

また、 2020 年２月期第３四半期において、特別損失を計上することとしましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１． 業績予想の修正について 

（１）2020年２月期通期連結業績予想（2019 年３月１日～2020 年２月 29 日） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 親会社株主に帰属

する当期純利益 

1株当たり連結 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2019 年４月４日発表） 

百万円 

225,000 

百万円 

10,000 

百万円 

10,000 

百万円 

6,000 

円 銭 

127.49 

今回修正予想（Ｂ） 223,000 12,000 12,000 6,500 137.94 

増 減額 （Ｂ －Ａ） △ 2,000 2,000 2,000 500  

増 減 率 （ ％ ） △ 0.9 20.0 20.0 8.3  

（ ご 参 考 ） 

前 期 連 結 実 績 

（2 0 19 年２月期） 

222,664 7,190 7,345 3,890 82.67 

（参考）EBITDA      2020年２月期通期（予想） 

前回発表予想 16,520百万円 → 今回修正予想 18,870百万円 

のれん償却前 EPS 2020年２月期通期（予想） 

                    前回発表予想   130.04円  → 今回修正予想   141.55円 

会 社 名 株 式 会 社 ア ダ ス ト リ ア 

代 表 者  代表取締役会長兼社長 福田 三千男 

 (コード番号２６８５  東証第一部 ) 

問合せ先 
 経 営 統 括 本 部  
 副 統 括 本 部 長      

関 守  一 史 

 ( T E L : 0 3 - 5 4 6 6 - 2 0 6 0 ) 



2 
 

（２）2020年２月期通期個別業績予想と前期実績の差異発生見込（2019 年３月１日～2020 年２月 29 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 

当期純利益 

前 期 実 績 （ Ａ ） 

 

百万円 

195,427 

百万円 

7,442 

百万円 

7,280 

百万円 

2,078 

円 銭 

44.18 

当 期 予 想 （ Ｂ ） 197,600 11,300 11,300 6,500 137.94 

増 減額 （Ｂ －Ａ） 2,173 3,858 4,020 4,422  

増 減 率 （ ％ ） 1.1 51.8 55.2 212.8  

 

（注）上記業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 

（３）修正の理由 

    第３四半期（累計）は、一部天候不順の影響があったものの、グローバルワーク、ローリーズファームな

どの前期苦戦した基幹ブランドの回復が確実なものとなり、ニコアンド、及びその他ブランドの売上高も総

じて好調に推移しました。基幹ブランドの回復は、リブランディングを含め、コアとするターゲット層を明

確化し、商品ラインアップを見直したことなどによります。また、システム更改に際する不具合のため、自

社 EC「ドットエスティ」を８月８日以降休止しておりましたが、９月 12 日に再開いたしました。収益面に

つきましては、「適時・適価・適量」での商品提供の徹底により、値引き販売を抑制する運営が安定的に機

能し、値引き率が大きく改善した結果、売上総利益率が改善しました。これらの結果、2019 年４月４日に

公表いたしました 2020 年２月期通期連結業績予想に対し、売上高が予想をやや下回る一方、営業利益、経

常利益、当期純利益が予想を上回る見通しとなりました。 

 

 

２． 特別損失（減損損失）の計上について 

当社は、システム開発費として計上していたソフトウェアのうち、改修できない不具合が多く、システム開

発計画の変更によって今後の利用が見込めなくなったソフトウェアの減損処理を行い、2020 年２月期第３四

半期決算において 1,511百万円を特別損失に計上いたします。 

 

以 上 


